
令和４年度 未来の「ふるさと松山」創造事業 

 

【久谷中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜第１学年：下草刈り＞ 

久谷中学校の校区には、「久谷ふれあい林」があ 

る。その森林の状態を観察し、健全な森林にするた 

めにどうすればよいかを考えた。下草刈りを体験す 

ることで、森林の手入れの大切さや久谷地区のよさ 

を知り、それを大切に守っていきたいと感じた生徒 

が多かった。 

 

＜第２学年：ＳＤＧｓについての日本の現状＞ 

 ＳＤＧｓ１７の目標の中から、本校では７つ 

のテーマを教師がピックアップした。そして、 

そのテーマから生徒一人ひとりが興味のある１ 

つを選択し、日本国内の現状や解決に向けての 

取組、また、海外での取組等を新聞記事で調べ、 

それをデジタルスクラップした。グループで切り抜き記事をまとめ、ＳＤＧｓがどの

くらい進んでいるのかを判断し、２０３０年までの課題を提言した。新聞を通して、

ＳＤＧｓの現状をとらえることができ、さらに、自分の身近なことであるという意識

が高まった。今後、社会参画への意欲にもつながっていくと思われる。 

 

＜第３学年：私たちの地域の未来を考えよう＞ 

 ２０年後～５０年後、住み続けられる町づく 

りのために何をすべきかを考え、町づくりの成 

功例を新聞記事から探し、その記事を活用して 

自分たちの意見を提言としてまとめた。生徒は、 

日頃から愛着を感じている町の現状を知り、さ 

らに持続的に発展させていくためには何ができ 

るのかを真剣に考えることができた。その中で、 

他者の多様な考えに触れ、思考を広げたり、深 

めたりするよい経験となった。 

【１年下草刈りの様子】 

【３年提言発表の様子】 


